
２０２２年度  第 1回いのちと健康・労安対策委員会学習交流会 
     超過勤務が当たり前になっていませんか？  セルフケアはできていますか？ 

“健康にはたらく”とはどういうこと？                
 

 

 

 

   

               講師：村上 剛志さん  
東京社会医学研究センター理事             

[日 時] ７月２８日（木）１８：００～２０：００ 

[場 所] エデュカス東京 ５階会議室    
 

 
           

 

 
 
 
 
 
 

 
主催；東京都教職員組合 いのちと健康・労安対策委員会  ☎０３－３２３０－３８９１ 

2021年度 学習交流会の様子 

「働き方改革」で、『早く帰れ！』と言われても、仕事があるから帰れない。コロナ対策、ＩＴＣ教育の推進等でますます多忙化

に拍車が。月８０時間の超勤で医師との面接と言われても、そんな時間こそ取れない。これが、いまの学校現場の実態です。 

教職員が、自分の時間も大切にしながら、健康でいきいき働き続けるためにも、学校の労安体制づくりは重要になっています。 

今回は、社医研センターの村上さんから、労働安全衛生法をはじめ、私たちを守ってくれる法律や制度の基本の基を学習します。

参加者全体で教職員の働き方をいっしょに考え合いましょう。働きやすい職場づくりに関心のある皆さん、ぜひご参加ください。 


